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※2023年度環境レター参加世帯の家庭のうち，集計が可能な934世帯を対象
に二酸化炭素の排出量を計算したところ，夏期の1か月間で1世帯当たり
673kg-CO2でした。
これは，日本の1世帯当たりの1か月平均と比較するとおよそ2.1倍に相当しま
す。例年、夏場は電気の使用量が増加する傾向にありますが，2023年はこれ
まで以上に気温が上昇したため、エアコンなど電気使用量の増加の影響など
によるものではないでしょうか。
消費電力を抑えるために様々な工夫や努力が環境レターに書かれていました。
ご家族で環境について考えるきっかけになれば幸いです。

「環境レター」は，鹿児島県内の小中学生の皆さんを対象に，グリーン日記で省
エネルギー・省資源に取り組み，どれだけ二酸化炭素を減らすことができるか挑戦
し，また，環境保全（地球温暖化，ゴミ，水，自然など）やグリーン日記の活動を
通して感じたことなどについて手紙を書いてもらう，省エネ・省資源の取り組みを

進めるための事業です。応募のあった31校1,218名の中から，

優秀賞９名・学校賞２校が決定しました。

受賞者の皆様，おめでとうございます。

★環境レター優秀賞・かごしまこども環境大臣★

学校法人池田学園池田小学校 石谷 怜太郎さん

学校法人池田学園池田小学校 田村 悠仁さん

出水市立米ノ津小学校 福永 柊吾さん

学校法人池田学園池田小学校 永野 英美里さん

学校法人池田学園池田小学校 室屋 心優さん

鹿児島市立伊敷小学校 久保 心結さん

鹿児島市立鹿児島玉龍中学校 宇都 稟生さん

鹿児島市立鹿児島玉龍中学校 浦口 美紅さん

鹿児島市立鹿児島玉龍中学校 石丸 友梨さん

★環境レター学校賞★

学校法人池田学園池田小学校 様

鹿児島市立鹿児島玉龍中学校 様

大臣たちが「かごしまこども環境宣言２０２３」を発表し，宣言文を知事に手渡しました。

環境レター参加者
平均排出量割合

令和５年度かごしまこども環境大臣任命式

灯油
1％

任命式に引き続き，「かごしまこども環境大臣サミット」が
行われ，鹿児島の未来の環境について，大臣と知事が意見交
換をしました。（1名は都合により欠席）

令和５年12月26日，「環境レター」の優秀賞９名が,
「第18期かごしまこども環境大臣」に塩田知事から任命
されました。

ガソリン
42％

電気
42％

軽油
2％

LPガス
11％

都市ガス
1％
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本紙作成に伴い発生する温室効果
ガス（紙の使用）については
県内の森林整備による吸収量
（かごしまエコファンド）を購入し
カーボン・オフセットしています

図：2021年度家庭からの二酸化炭素排出量

出典）温室効果ガスインベントリオフィス

全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト

（http://www.jccca.org/）より

図：2023年度 鹿児島県における
   夏期環境家計簿調査結果
 （夏期における家庭からのCO2排出量）

ご協力ありがとうございました

皆様のご協力により，夏期における鹿児
島県内の家庭からの二酸化炭素が，何
からどれだけ出ているのか，分かりました。

夏期３か月間における，参加世帯の
CO2排出量の平均値は約1,081kg-
CO2でした。昨年は約1,316kg-CO2で
したので，18％減少しました。
電気の排出割合が多いのは，今年の猛
暑が影響しているかもしれませんね。
毎年このような方法で皆さまのご家庭から
のCO2排出量の調査を行っております。
データを送付いただき感謝いたします。
光熱費を節約できれば，家計を助けるこ
とにもつながります。まずは結果を見ること
で振り返り，よりエコな暮らしに取り組ん
でみてはいかがでしょうか。

◆ 環境家計簿 ◆ ６月から８月にかけ，推進員の皆さまに作成いただいた環境家計簿の集計結果をご報告します。

2050 年カーボン
ニュートラルの実施
に向けた取組を高
めるため，また理解
を深めていただく
ために、「カーボン
ニュートラルフェア
inさつませんだい」
を開催いたします!!

カーボンニュートラルフェア
inさつませんだい
開催のお知らせ

令和6年2月12日（月・振替休日）10：00～16：00
薩摩川内市国際交流センター（薩摩川内市天辰町2211番地1 ）

『みらいのために、今すぐはじめられる省エネ・再エ
ネ』を楽しくわかりやすく紹介します。
また、電気自動車の試乗や、水素や電気の不思議を
体験したり謎解きラリーなど楽しい催しがいっぱい
あります。

ぜひ参加して、地球や未来の私たちのために一
緒に一歩を踏み出しましょう！

電気自動車等体験会in屋久島を
開催しました

水力発電99％の屋久島で電気自動車ユーザーに
なって、CO2フリー生活を目指しませんか？

令和 6 年 1 月 28 日
に、電気自動車等の
体験会を行いました。
最新の電気自動車
等の試乗会や、
災害時に役立つ給
電方法の紹介、
発 電 体 験 と し て 自
転 車 発 電 と 手 回 し
発 電 を体 験 し て い
ただきました。
また、電気自動車の
仕組みを学びモデ
ルカーを作る「日産
わくわくエコスクー
ル」では、たくさん
の参加者が訪れて
大変喜んでいただ
きました。
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